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宋
之問論（

上
）

高

　 　

木

　 　

重

　 　

俊

は
じめ

に

　

宋
之
間
は
沈
住
期
とと

もに

「沈
宋
」
と並称さ

れ
、
と
り
わ
け
律
詩
の
成

立
に
寄与

し
たこ

と
で
知
られ

る
初
唐の

宮廷詩

人
で
ある

。
宮廷詩

人
は
詩

才を

も
っ
て帝

王に仕え

、
詩に

よ
っ
て帝

王を讃

美する存在

であり

、
応

制
詩
な
どの宮

廷文学

は
い
わ
ば
公的な文

学
で
あ
るか

ら
、
詩
人みずか

ら

の
個
性
的心情の

表白を第二義

とする

宿
命を

強
い
ら
れ
、
詩
人
の文学

的

個
性
は
宮廷詩か

ら
は
感
じ
に
く
い
。
し
か
し
、
彼
ら
の
生
涯
を
た
ど
っ
て
み

ると

、
権
力

への

欲
望
が陰

に
陽に

渦巻

く
宮廷

にお

い
て
、
宮廷

詩人とい

う華

やか

な
仮面と

は
う
らはら

に
、
詩を

拠
り
ど
こ
ろ
に
する

し
かな

い弱

い立場

の人間

が
、
その荒波

の中を

回遊

し
て身の安

泰を

は
か
り
、
さ
ら

に
官
僚と

し
ての栄達を

求め

よ
う
とする生き方

が
示さ

れ
る
。

　

本稿

で
は
来之

問に

つ
い
て
、
その生

涯
を可能な

限
り
詳細

に
跡
付
け
、

宮廷

で活躍する

こ
と
が
詩
人
の至

上の栄誉とさ

れ
た
時
代
に
生き

た彼の

文
学
的
個
性
に
考
察を加

え
る
つ
もり

で
ある

。
上篇

では

彼の

生い立

ちか

ら
瀧州

に流調さ

れ
、
配
所
か
ら
洛
陽に

逃帰

す
るま

で
、
下篇

で
は
中宗

朝

に宮

廷
詩
人
と
し
て復

活
し
てか

ら
二
度
目
の流調を

経
て
死
に
至るま

での

時
期を

取り上

げ
る
。
ま
た
、
下篇

で
は
、
中
宗
朝
の
宮廷文壇

の活

動
に
つ

いて

も
触
れ
る
。

　

な
お
、
沈
住
期
に
つ
い
て
は
、
拙稿「 沈

佳
期
の
生
涯
と文学」（

『 中国

文

化』

一 九

八
六
＝
漢文学会

会報

第
四四

号
、

一
九
八六年六

月
、
大塚漢

文

学
会
）を参

照
さ
れ
たい

。

宋
之
問
、
字
は
延清

、
『旧
唐書

』
本伝

で
は競

州
弘農

の人

と
し
、
『新唐

室
長

　

本
伝
で
は
粉州

の人と記

す
。
『 元

和
姓纂』巻八

で
は
、
弘
農の

宋
氏

は
西
河

（満
州
）か

ら
移

っ
たも

の
と
す
る
。
宋之

間
自身

が

「祭楊盈

川
文
」

で

「 西

河
の
宋某

」と

自
称
す
る
の
は
、
宋氏

本
来の

地
を指

し
て言

っ
て
い

るこ

とに

な
る
。

父
の
宋
令文

は
、
高
宗
朝
に左瞭衛郎将（ 正五品上）・ 東台詳正学士

にな

っ
て
いる

。
『 旧唐書』「 高宗紀」な

ら
び
に

「吐審伝

上」

に
は
、
調

露元

年

（ 六

七
九）

十
月
に
、
郎将宋令文を

吐
審
の
質普

の
葬儀

に
立
ち合

わせた

，と記

す
。
ま
た
東
台
詳正学士

は
、
門
下省

（ 東

台
）
弘文館

の図

籍



二

高

　

木

　

重

　

俊

旧書を校理す

る任務

の
学士

で
、
『新
唐書

』
「百
官
志二」

に
は
、
儀鳳年

間（ 六七六年：

月
ー六七

九
年
五
月
）
に
設置さ

れ
た
と
記
す
。
宋令文

は
左験衛郎将

と弘文館詳正学

士を

兼
ね
て
いたわ

け
で
、
文
武
に
秀
で
た

人
物
で
あ
っ
た
と言え

よ
う
。
『 旧唐書

』「

経
籍志下」・『

新唐

書
』「

芸

文志

四
」
に
は
、
と
もに

「 宋令文集

」十巻

が
あ
っ
た
ことを

記録

し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
『 旧

唐書』「

方
伎・

孫思逝

伝」

に
は
、
上
元元年

（六七

四）

に
方士孫思遡

（ 六〇一ー六八

二）

が
病と

称
し
て帰休を請

う
た
とき

、

高
宗
が
特
に良

馬
と
郡
陽
公主の

邑
司（ 府

属）を賜

わ
っ
て
優遇

し
たと

い

う
記
述の後

に
、
「当
時
の
知
名
の
土
宋令

文

・
孟
説

・
直照

欝ら

、
師資の

礼を執り

て
も

っ
て事ふ

Ｌと

あ
る
。
高
宗
朝
の末

期
、
宋
令
文
は
中級の

官

僚
では

あ
っ
た
が
、
「知名

の
土」

であ

っ
た
ので

あ
る
。
彼
が
著
名
で
あ
っ

たの

は
、
両唐書

「 宋之問

伝」

に
記
す
よ
う
に
、
文
詞

・
勇
力

・ 書の

三
つ

の分

野に秀で

、
当
時の

人に

「 三絶

」と

称
讃を受

け
る
ほ
どで

あ

っ
たた

め
で
あ
る
。
この

三絶

は
、
三
人
の子に

一 絶ず

つ受

け
継
がれ

たとい

う
。

之
問
が
文
詞
・
之
悌
が
勇力

・
之
簿

書
で
ある

ｏ
宋之

間
は
・
こ
の
父
から

受
け
た文

学
の
才能を拠

りどころに

、
宮廷詩

人
と
し
ての人生を

歩
む
の

で
あ
る
。

宋
之
間の生年に

つ
いて

、
博
版珠氏

は
高宗

の顕

慶
元年（

六五六）

、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

（ ２

｝

あ
るい

は
これ

よ
りも

やや前

で
あろ

うと見

て
お
ら
れ
る
が
、
本
稿

では

ひ

とま

ず
簿氏の

見
解に

従

っ
て
、
宋之

間の生涯をたど

っ
て
行
く
こ
と
に
す

る
。宋之

間の少年時

代
の
事蹟に関

し
て
は
、
全
く
記録

は
ない

が
、
早
熟
の

詩
才をあ

らわ

し
て
い
た
よ
う
で
、
『 旧唐書

』
本
伝
に
は

「 之間

、
弱冠

に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

と り わ

し
て
名
を知

ら
れ
、

尤け

五言詩を善

く
し
、
当
時
よ
く
そ
の
右に

出る者

な
し
」と

記さ

れ
る
。
この詩

名
の
高
さ
は
、
上元

二年（ 六七

五）

の
進士

登第

に
役立

っ
た
かも

知
れ
な
い
。
こ
の時の状元

は
鄭益

で
、
ともに及

第

し
た者

の中に

は
、
沈
住
期

・
劉希夷

・
張
鷲
らが

いる

。
彼
ら
は
そ
れ
ぞれ

詩文

を
も
っ
て後世に

名を残

す
こ
と
に
なる

。
宋
之間の

詩
名
は
進士合

格

によ

っ
てま

す
ます

高ま

っ
たで

あ
ろ
う
が
、
登第

の
のち

彼
が

い
か
なる官

職を得た

も
の
か
は
明ら

かで

な
い
。
初唐の四

傑の

ひ
とり

で
あ
る
王勃（ 六

四
九
ー
六七

六
）に

「夏日宴宋

五
官宅

観
画
蝉
序
」
が
あ
る
。
この

「 宋五

　 　 　 　 　 　 　 　

（３
）

官
」
は
宋之問

を指す

と思

わ
れ
、
王
勃
は
上元

三年

に
没
し
て
い
るか

ら
、

宋
之間

は
進
士
合
格の

前後に

何
ら
かの

官
職
を得

ていた

可
能性

も
考え

ら

れ
る
が
、
史書に

記さ

れ
てい

な
い
。

　

宋
之間

の文

学修業にお

い
て見落

せないの

は
、
や
は
り四

傑
の
ひ
とり

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　　

で
あ
る酪賓

王（

六三０？！

六
八四） との

交友

で
あ
る
。
路賓

王
に
は

「 在

尭
州
餓
宋
五之問

Ｌ「 送宋

五
之
問得

涼字

」とい

う
、
宋
之問

を餓送する

五
言律詩

が
あ
る
。
ま
た
彼
には

別に

「 在江南

贈宋五之

問
」
と
い
う
七十

二
句
に
の
ぼ
る
五言の

長篇詩

が
あり

、
官僚社会

の悪意

と非情に

弄
ば
れ

た
賂賓王の

憤
濠
と悲嘆

が
蝉聯体の

技法にの

せ
て
牒
々
と語

ら
れ
て
い

る
。
彼
は
儀
鳳
三年（ 六

七八）に

侍御史

とな

っ
てのち

、
収
賄
容
疑
で
獄

に
下
さ
れ
、
恩赦

に
よ
っ
て出獄

し
て調鱒

二年（ 六

八０

）
に断

江
の臨海

県の

丞
に
左遷

さ
れ
る
が
、
宋
之間

に
贈

っ
たこ

の詩

は
、
そ
の
赴
任
の途

次

に作

ら
れ
た
と考え

ら
れ
る
。
彼
は
詩の神

尾
に
おい

て
、

　

文
史
盛
紛
論

　 　

文史

　

紛輪

　

盛ん

なるも

　

京洛

多風塵

　 　

京洛

　

風
壁

　

多
し

　

猶
軽
五車富

　 　

猶ほ

五車

の
富を

軽
ん
じ

　

未
重一 嚢貧

い
ま
だ

一 嚢

の貧

を
重
んぜ

ず

　

李
仙
非
易託

　 　

李
仙
は
託
し
易き

に
非ず

　

蘇
鬼尚

難因

　 　

蘇
鬼も尚

ほ
因り

難
し

　

不
情
勢
歌
壷

　 　

」

　 　 　 　 　 　 　

惜
し
ま
ず

　

労歌

の尽

く
るを

　

誰
鴬
聴陽

春

　 　

誰か

為に

陽
春
を聴かん



宋之問論（上）

　

と
う
た
っ
で
い
る
。
前
四句

に
は
自己の「

五
車
」
の「

文
史
」の才能

も

洛陽

の「 風塵」

の前

に
為
すところも

な
く
消耗

し
た挫折感

が
う
たわれ

、

後
四
句
では

、
後
漢の

河南ヂ李磨

が
郭
林宗と神仙の交

遊
を
し
たこと

、

楚に

赴い

た蘇秦

が
楚
王
の
謁
者に会

う
の
は
鬼に遇

う
よ
り困難

だ
と
述べ

た
故
事
を引

いて

、
自
分
が
よ
き
理解者に恵

ま
れ
な
か
っ
たことを

嘆
き
、

「陽春

の曲

」
を唱

和
し
あ
え
る
よ
う
な心の

友を求める思いを

述べ

て
い

る
。

　

賂
賓王と宋之間の年

齢
差
は
二十

五
歳前後

に
な
ろ
う
か
と思

わ
れ
る

が
、
その

賂賓王

が
こ
の
よ
う
な心情を

、
おそ

ら
く
は
無
官
、
あ
る
いは卑

官
の身

で
あ
っ
た
宋之

間に吐

露
する

こと

は
、
両者

の深い交

遊
を示

すに

足る

。
賂賓

王
と
宋
之
間の父の

宋令文との

間に深い交友関係

が
あ
り
、

そ
れ
が
宋之間に及んだの

かも

知
れない

が
、
この

詩
が
極
め
て多

く
の対

句
と典故を含み

、
蝉聯

体を

多用

する

技
巧
的な作品

で
ある点か

ら
見
る

と
、
両
者の交遊

は
詩作とも密接

に関

わ
っ
て
いたと考

え
ら
れ
る
。
た
だ
、

宋
之間にも賂賓王

に
贈る

作品

が
あ
っ
た
の
で
あろ

う
が
、
現在

では

一 首

も残

つ
て
いない

。

　

宋
之問

が
、
王動

・
賂
賓
王
、
そ
し
て後

述す

る
楊
畑
と
交遊

が
あ
っ
たこ

と
は
明
ら
かであ

る
が
、
直
照
欝
と
に

つ
い
て
は
不
明
であ

る
。
し
か
し
、
前

引

『 旧唐書』「

孫思遡

伝」

に宋之間の父の

宋令文

が
慮照欝

ら
と
とも

に孫思遡

に
師事

し
たと

あ
る
か
ら
、
あるい

は
父の

交友と

の
関係

で
、
宋

之問

が
慮
照
欝と接

し
たこと

は
あ
っ
たか

も
知
れない

。
『 太平広記』

巻

ニー

．
「孫
思遡」の条

に
は
、
鹿照

郷
ら
とと

もに孫思逸

に師

事
し
たの

は

宋
令文で

は
な
く
宋之間と

記さ

れ
て
おり

、
こち

らが

正
し
いの

であ

れ
ば
、

彼
ら
の
交遊の可

能
性
はよ

り強

く
な
る
。

　

王勃

・
楊
姻

・
鹿
照郷・ 賂賓王

は
、
その

存
命中

か
ら

「 王

楊慮

賂」

と

並
称
さ
れ
る著

名
な詩

人
で
あ
っ
た
。
宋之間みずか

ら
も景龍二

年（ 七〇

八）

に
書
いた「 祭

杜学士審

言
文」の中

で

「後
に
復
た
王
楊慮

賂
あり」

と述べ

、
同
時
代
に
お
け
る四傑の文学

的業績を高

く
評
価
し
て
い
る
。
「 弱

冠
に
し
て
名
を
知
られ

、
尤
け
五
言詩を善

く
し
、
当
時
そ
の
右
に出

る者

な

し
」
と評

さ
れ
る
に至る宋

之
間
の
文
学修業

において

、
す
でに

名
声を確

立
し
て
いた四傑

の
存
在
はひ

と
つ
の標

べ
で
あり

、
彼
ら
との

直
接
間接の

交遊

が
、
彼
の文

学的開花

に大

き
く
作
用
し
たであろ

う
こと

は
想
像に難

く
な
い
。

　

さ
て
、
進
士
合
格
後
の
宋
之間

に
と
っ
て
、
「 方

外の

十
友
」
と称

さ
れ
る

交友

関
係
は
見
落せな

い
と
ころ

である

。
『 新唐書』「

陸余慶伝」

に
は
、

麹貞

固

（諌は

元）

・ 鹿蔵

用

・
陳
子昂

・ 杜審言・ 宋

之間

・
畢構

・
郭襲

微・

司馬

承
頑・

史懐一

の
名
が
挙
げ
られ

、
こ
れに陸余慶

を
加
えた

十
人

が

「方外の十友」と称せ

られ

たと

い
う
。
この方

外の

十友

に
関
し
て
は
、

道上克哉

氏に

「陳
子昂

の
交
友関係

ーー，

方
外の十友を

め
ぐ
っ
て

　 　 　

」

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

（ ５

｝

と
い
う
詳
細
な
論
が
ある

。

氏
‐によれ

ば
、
方
外
の
十友

は
六
八
〇年前後

に
嵩
山
に
おい

て
、
播
師正

や田遊巌

と
い
う高

名
な
隠士の影

響を受

け
て

形成さ

れた

も

の
で
、
十
友の

う
ち

の
ま
だ
誰も

が
世

に
出て

いないころ

に

結
ば
れ
た交友

関係で

あ
っ
た
。
彼
ら
のう

ちで

純
粋
に
方
外
を事と

す
る立

場
にいる

の
は
、
道士司馬

承
頑

（ 字

は
子
微
）と僧侶

史懐一

のみ

で
、
進

士
科
な
ら
び
に
下
筆成章などの諸

科に及第

し
て
い
る
の
は
、
塵
蔵
用

・
陳

子昂・ 杜

審
言・

宋
之
間

・
畢
構・

陸
余
慶
ら
であ

る
。
麹元

は
武
后の

称制

の
初
めに

宜禄の尉

に
調
せ
ら
れ
、
ほ
どな

く
官を

棄てて

隠棲

し
て
いる

。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

（ ６

）

ま
た
、
郭襲

微
は
、
陳
子昂

（六五九

！七

０○

）
の
没
後
に鹿蔵

用
が
書い

た「

陳
氏
別
伝」

の中

で

「 処士」

と記さ

れ
て
いる

Ｑ
司馬

承
頑や

史懐一

と
い
う
超俗の立場

にいる

人
物
を
除
け
ば
、
彼
ら
の
多
く
は
、
「 進

士に挙

げ
られ

て
調
せ
ら
るるを

得ず

」（

『 新唐書』「

鹿蔵

用
伝」 ）

、
「 位

の才

に
配

せ
ざ
る
を
傷む

」
（ 『 新唐書』「

漁元伝

」
）など

に
示さ

れ
る
よ
う
に
、
そ
れ

三



四

ぞ
れ
に複

雑
な内的事

情
を
引きず

っ
ていた

で
あろ

う
。
六
九六年に

趨
元

が
没
し
たとき

、
宋
之問

が
あ
り
し
日の超

元を夢に見

て
、
塵蔵

用
と陳

子

昂
に詩

を
贈

っ
た
。
陳
子
昂
の「 同宋

参軍之

問
夢
慈
六
贈
慮陳

二子之

作
」

は
それ

に唱

和
し
た詩

で
あ
る
が
、
彼
は
その中で

か
つて

の
方
外
の交友に

触れ

、始憶

樽
手
期

　 　

始め

て憶ふ

　

手を携

へ
し
期

雲壷

典峨

眉

　 　

雲
台
と
峨
眉
となり

達粂

済
天下

　 　

達すれ

ば
兼
ね
て天下を済

ひ

高

　

木

　

重

　

俊

　 　

窮
濁善其時

　 　

窮
すれ

ば
独
り
其の

時
を善

く
す

　 　

諸君

推管柴

・

諸君

は
管

（仲
）・

楽（ 毅）を推

す
に

　 　

之子慕

巣夷

　 　

之の

子
は
巣

（ 父）・

（伯
）夷

を慕ふ

　

と述

べてい

る
。
「 雲台

」
は
、
宮殿の

名
で
功
業
に
輪
え
、
「 峨

眉
」
は
、

峨
眉
山で

、
隠
棲に除

える

。
彼
ら
が
初め

交友

を結

んだ

とき

、
功
業に燃

え
る者もい

れ
ば
隠棲

に志

す者も

い
た
の
で
あ
る
。
『 孟

子』「 尽心

上」

、の

「 窮す

れ
ば
則
ち
独り

其の身

を
善
く
し
、
達すれ

ば
則
ち兼

ねて

天下を

善

く
す」

と
い
う
言葉

さな

がら

に
、
彼
ら
の
多
く
は
栄達兼済の大

望を

抱き

つ
つ
、
展
望の

開け

な
い
身を

寄せ

合
っ
て
、
この時

期を過

ご
し
てい

た
。

し
た
が
っ
て
、
多
く
の者

は
管
仲
や
楽
毅を推尊す

るの

で
あ
っ
た
が
、
ひ
と

た
び
仕え

て
官
を棄

て
た
越元

だ
け
は
、
巣
父や

伯
夷に理

想
の
生
き
方
を見

ていたわけで

あ
る
。
陳
子
昂
のこの

詩
は
、
方
外
の交友に

集
ま
っ
た人

々

の
個
人
的事

情
を垣

間
見せ

て
く
れ
る
。

　

越元

が
没
し
た
四年

後
、
陳
子昂も世

を去

っ
た
。
鹿蔵

用
は

「宋
主簿

鳴

宝夢

麹六

、
予
未
及報

而
陳
子云

亡
、
今追

為此詩答宋

、
兼
胎平昔遊

旧
」

と
いう長篇の詩

を
作
り
、
あり

し
日の道元・ 陳

子
昂を

し
の
び
、
か
つ
て

の方外

の交友

に
つ
い
て語

っ
て
い
る
。
そ
の
中に

次
の
よ
う
な表現

が
ある

。

　 　

坐憶平生

遊

坐る

に
億ふ

　

平
生
の遊

十載

懐
嵩丘

　 　

十載

　

嵩丘に

懐か

れ
り

　 　

題書漸

古壁

　 　

題書

　

古壁

に
満ち

　

採葉

遍巌幽

　 　

薬
を採

りて巌

幽
を遍

く
す

　

これ

に
よれ

ば
、
彼
ら
の
交友

は
十
年
に
及ん

だ
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
ら
は

そ
れ
ぞ
れ
の
個
人的事情

を懐き

つつ

、
嵩山

に
集

っ
て
、
詩や薬の

交
わ
り

を
し
た
の
で
あ
る
。

　

彼
らが

方外の

趣き

に
耽

っ
て
いた

十年間

、
つまり六

八
〇
年
ご
ろ
か
ら

六
九
〇年

ご
ろの

時
期
、
高宗

が
六八三年に

崩
じ
たのち

武后

が
称
制
し
、

唐室に

連なる

有力者を

次
々
に排除

し
、
新たな

る
人材の

登
用
を
は
か
り

は
じ
めた

。
彼
ら
新
進の

知識人

は
、
この時こ

そ飛躍の道

を歩め

る
は
ず

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
彼
ら
に
は
ま
だ
出番

が
与
え
ら
れず

、

一 方

で
、
旧勢

力
の
排
除
のため

に
登
用
さ
れた

来
俊
臣・

索元

礼
ら
酷
吏
の跳梁

は
、
載
初

元
年（ 六

八
九
）
の左

台
御
史
周
矩の

武后

へ
の
直
言
によ

っ
て
徐
々
に
鎮
静

化
し
て
行

っ
た
と
は
言え

、
「 目

を
も

っ
て
語
るに

至

っ
た
」（ 『

新唐書』「 酷

吏
伝序

」
）時代の

窒息

的
状況

は
、
彼
らが

ま
だ
出
仕前の身

であ

る
と
は

言
う
も
のの

、
彼
ら
に
大
き
な
不安

を
も
た
らし

たで

あろ

う
。
新
し
い
時代

に対す

る
期
待と不

安
、
そ
し
て
登
第
はし

たも

のの彼

ら
の自

負
心を

満た

すに

は
ほど

遠
い
現実的処

遇
に
対す

る不満

、
彼
ら
多
く
の
方
外
の
メ
ン

バーの心中に

は
、
こ
う
し
た感情

が
屈
折
し
ていた

は
ず

で
あ
る
。

彼
ら
は
この十

年
の
間
、
そ
ろ
っ
て
嵩
山
に寵

っ
たの

では

な
く
、
それぞ

れ
の
個
人的事情に

よ
っ
て嵩山に

至り

、
′ま
た
、
任官

な
ど
の
個
人
的
事情

によ

っ
て嵩

山
を去

っ
て
行

っ
た
。
方外

を慕

う
人
々
は
彼
ら
の
ほ
かにも

多

く
いたであ

ろ
う
が
、
この

よ
う
な往来の中で

、
「十
友
Ｌなる

呼
称
が
し

だ
いに

定着

し
て
い
っ
たの

で
あ
る
。
建前か

ら
す
れ
ば
、
方
外
の交遊

に
お

い
て
は
、
方外へ

の好尚

以
外
の
も
の
は
必要

が
ない

は
ずで

あ
る
。
し
か
し

な
がら

、
彼
らが

それ

ぞ
れ
官職を得

てこの交遊

が
自
然に

消
滅
し
た
のち



宋之問論（上）

も
、
彼
ら
の
う
ち
に
浅か

ら
ぬ交情

が
持
続
さ
れた

の
は
、
各人

が
こ
の方外

の
場を

、
さ
ま
ざ
ま
な
個
人的事情か

ら
解放

さ
れ
る
ため

の
、
いわ

ば
緊
急

避
難
の
場と

し
て
いた

ことを

示
す
。
前
に
引いた

陳
子昂の詩の「 窮す

れ

ば
独り其の

時
を善

く
す」の

句
は
、
そ
う
し
た
事
情を端的に

言
い
あ
らわ

し
て
いる

。

彼
ら
の多

く
は
、
「達す

れ
ば
天
下を兼

済
せ
ん
」と

い
う志

を
抱
い
て嵩

山に隠棲

し
、
神都洛

陽
を視界に

おさめ

つつ

詩酒・ 琴・

薬の

交
わ
り
を

深
め
、
物
外
の情に心身

を
委
ね
て
いたの

で
ある

。
し
か
し
、
方
外
の
十友

の
名
声
が
高
く
な
れ
ば
高
く
なる

ほ
ど
、
彼
らが

活
淡
無欲を身上

と
し
てい

る
だけ

に
、
仕進

に
有
利

に
なること

は
否

め
な

い
。
し
た
が

っ
て
、
「利

に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

いつ は

放るの

徒
、
隠に仮り

て
自
ら
名
と
し
、
以
て
禄
仕
を誘

る
。
肩
は
道に

相

摩
し
、
終
南

・
嵩・

少を

号
し
て仕途

の捷

径と為すに

至りて

、
高尚

の
節

は
喪

は
る」（ 『

新唐

室
温「

隠
逸伝

序
」 ）と看破

さ
れ
る側面

が
な
い
わけ

では

な
い
のだ

が
、
帝
駕
が
洛陽・

長
安を往還

す
る
のに

合
わ
せ
て嵩

山

・

終南山と隠棲

の場

を
移
し
、
「 随

駕
隠
士」と称さ

れ
た慮蔵

用
ほどに

、

他
の
メ
ン
バ
ー
は
打
算的

で
は
な
い
。
そ
れは

窒息的世

相
の中

で
、
みずか

ら
の未来に展

望を見出

し
得ないでいる各人

が
、
方
外
の交

遊
を精

神
の

解放の

場と

し
ていたこと

と無関係

で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

さて

、
十友

の
メ
ン
バー

で
あ

っ
た宋之間

の方

外へ

の好尚の

形成

に
は
、

父の宋令文の

影響

が
あ
っ
た
と思

われ

る
。
宋令

文
が
方士孫思題

に
師事

し
たこと

は
す
で
に述べた

。
ま
た
、
その

とき

彼
や直照

鄭
ととも

に
孫思

遮
に
仕えた

孟説は

、
「少
く
し
て方術を好

んだ

」（ 『 旧

唐書』本伝）人

物
であ

る
が
、
そ
の
名
は
、
陳
子
昂
が
故越元のために書いた

「昭
夷子趨

氏
碑」

の中に

、
麹
元
の友

人
と
し
て
宋之間とともにあ

ら
われ

る
。
宋
之

間
に
は
陸揮

（洛陽か

ら
六十

キ
ロほど伊水の上流

）と藍田

（ 長安の東

南約四十

キ

ロ
）
に山荘のあ

っ
たこ

と
が
知
られ

て
いる

が
、
おそ

ら
く
は

父
か
ら
受
け
継
いだも

の
で
あろ

う
。
方
外の

十
友の交遊

が
始ま

っ
たと思

われ

る
こ
ろ
、
宋令

文
は吐審に使い

し
ており

、
健在

で
あ

っ
た
。
陸運の

山荘

は
、
『全
唐詩

補
逸』

巻三に宋之問の作と

し
て
収
め
ら
れる

「嵩南

九
里
旧鵠村

作」

の
冒
頭
で

「弊瞳

は
箕・ 穎

に
接
し
、
北
のかた嵩山の隅

を望

む
」
と
う
たわれる

よ
う
に
、
箕
山

・
頴
水に隣

接
し
、
嵩山を遠望

で

きる場

所にあ

っ
た
。
こ
れら

の地

は
、
巣父

・ 許

由
の伝

説
的
時
代
か
ら
、

隠者の棲み

か
と
し
て知

ら
れ
る
。
宋之間の方

外へ

の志

向
は
、
少
年
のこ

ろか

ら
自然

に
育ま

れ
衣
と言

っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

彼
は
上元二年

（六
七
五
）
に
進
士
に
登第

し
て
の
ち
、
陸運の山荘や嵩

山の

地を舞

台
に
、
十友

の
メ
ンバ

ー
や道

土
田
遊
巌

・
韓
法昭

ら
と
の
交遊

に
身
をま

かせて

いたの

で
あ
る
。
『 新唐

書
』「

隠
逸
伝
」
に
よ
ると

、
田遊

巌
は
嵩
山
の
隠
士
で
、
高宗

が
親
し
く
存
問
し
て
太子洗

馬
を授

けた

。
垂
摸

元年（ 六八五）

に
斐炎との

交遊に坐

し
て嵩山

に
放還

さ
れた

の
ち
は
、

蚕衣耕食

し
て
当
世
に交

わらず

、
韓法昭

・
宋
之問

と方

外の交友を

結
ん

だとい

う
。
韓法昭

は
宋之

問
の

「使
至嵩

山
、
尋
杜四

不遇

、
慨然

復傷田

洗
馬

・ 韓観主

、
因以題壁

贈
杜
侯
杜四」

と
い
う
詩に

よれ

ば
、
道
観
の観

主

で
あ

っ
た
。

　

宋
之間

の方

外
への

志
向は

、
出仕

し
たのちも変わること

が
な
か
っ
た
。

た
と
え
ば
、
陸輝の山荘

に
お
け
る
生
活の

ひ
とこま

は
次
の
よ
う
に描

か
れ

る
。

帰来物

外
情

帰来

せ
り
物
外
の
情

負
杖閲

巌耕

　

杖
を
負
ひ
て
巌耕を

勝
る

源水看

花
入

　 　

源
水

　

花を看

ん
と
し
て
入り

幽林採藁行

　 　

幽林

　

薬
を
採
ら
んと

し
て行

く

（ 「
陸
揮
山
荘」前

四
句）

楚
竹幽且

深

　 　

楚
竹
は
・幽
く
且
つ
深
く

五



六

半雑楓香

林

半
ば
楓
香林

に雑れり

浩
歌
清輝曲清澄の曲

に
浩歌

し
て

寄爾

桃
源
心

　 　

爾

に
桃源の心

を寄せ

ん

（ 「 遊陸揮南山

、
自欺

馬
嶺
到楓香

林
、
以
詩代書

、
答李舎

人
適
」
後四

句）

高

　

木

　

重

　

俊

　

彼
は
休
暇
に
は山

行を楽

し
み
、
山人

と
交わ

り
、
薬草を採集

し
、
「物

外の情

」「 桃

源
の心

」
に
ひ
た
りきる

ので

あ
る
。

　

し
か
し
彼
は
、
方外

の
世界に自己の

生
涯
を
託そ

うと

し
ている

わけで

は
な
い
。
陳
子
昂
の

「達すれ

ば
天下

を
兼済せん

Ｌ
とい

う
よ
うな土

人
と

し
て
の大

な志

が
彼にあ

っ
た
と
は
思
え
な
い
が
、
栄達への

志
向は

、
官
人

とな

っ
た彼の

生き方

か
ら
見
て
、
極
めて

強

い
も
の
で
あ

っ
たと

言

い得

る
。

彼
が
洛
州
参軍に任

じ
ら
れ
て
世に出

た
お
り
、
彼
は
武
后の

嵩
山
登封の大

典
に随

従
し
、
「尾
従
登
封
告成順応

制」

とい

う
作品を武后に上

呈
す
る
が
、

その末

尾の

四
句
は
、

撫己貧

非病

　 　

己
を撫む

るに

　

貧
なる

も
病
に
非ず

時
束本不

愚

　 　

時来

　

本も

と愚な

ら
す

願
陪
丹鳳

輩

　 　

願
は
く
は
丹
鳳
の
葦
に
陪
し

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

つ れ だ

・

　 　 　 　 　 　 　

み
ち

率
舞
白雲衝

　 　

率ちて白

雲
の
衝
に
舞
は
ん

　

と
う
たわれ

る
。
『史
記』「

仲
尼弟子伝

」
に
は
、
原
憲
が
子貢

に
向か

っ

て「

自分

は
貧

（ 無

産
）
では

あ
る
が
、
病（ 道

を学

んで

行
な
え
な
い）で

は
ない」と言

っ
た
と録さ

れ
る
が
、
宋之間

は
みず

か
ら
を
原憲

に
な
ぞら

え
て
、
武后の

朝
に立

ちたい

という願

望
を述べ

て
い
るの

であ

る
。

方外

へ
の志向

と
栄
達の願

望
、
こ
の
相
反
す
る二

つ
の方向

は
、
宋之

間

の
内
部では

決
し
て背反

す
る
も
の
では

なか

っ
た
４
古来

、
現
実
に
挫折

し

絶
望
し
て
方外の

志を抱いた人

は
多
い
。
これ

は
、
方外の

場
が
反現実の

性格

を
持

つため

で
ある

。
そ
し
て
、
現
実と

反
現実と

は
、
理
性的

に
は
両

立
しが

たい

の
が
ふ
つ
う
で
ある

。
し
か
し
、
宋之間の

場
合
、
方
外
と栄達

と
は
二者択一のものでは

な
く
、
統一さ

れ
相
乗的に

止揚

さ
れ
るもの

で

あ

っ
た
。

これ

は
思
想

の
レ
ベルでは

な
く
、
感
性や好

尚の

レ
ベ
ル
に
お
け

る統一 なの

で
あ
る
。
宋
之間

は
思想に

よ
っ
て
で
は
な
く
、
感
性や好尚に

よ

っ
て動

く
人
物

で
あ

っ
た
ｂ
彼の土

人
と
し
て
の
無思

想
性
は
、
自己

主
張

を
し
て
は
な
ら
な
い宮廷詩人

と
し
て
は
有
力
な武器に

な
っ
たけ

れ
ど
も
、

また

、
みず

か
ら
の身を誤

ら
せる

も
と
にも

な

っ
て
行
く
ので

ある

。

二

　

宋
之間の「 秋蓮賦

Ｌ
序
に
よ
ると

、
武后

が
国
号を

周
と改めた天授

元

年（

六九

０
）
秋
、
彼
は
習芸

館学士と

し
て楊

胴
とともに洛陽

城
内
の
習

芸
館
に
宿
直
し
ている

。
習芸

館
は
富
人に

書
算
や
他
の
技芸を教

習
す
る内

教坊で

ある

。
こ
のとき宋之問

は
約三十五歳

、
楊
姻
は
四
十一 歳

で
あ
っ

た
。
このの

ち
、
両者

の
交
遊
は
親密の度

を増

し
た
。
宋之

間
の「

温泉荘

臥
病寄楊七

畑
」
詩
は
、
洛陽

の南郊と

嵩
山の

風物を叙

し
たあ

と
、
「 惜

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

す
〈

し
む
ら
く
は
載酒の人

な
く
、
徒
ら
に涼

泉を

把
りて

掬
ふのみ

」と

、
楊
胴

の来訪を促

し
て結

ば
れ
て
いる

。
ま
た
、
彼は

楊
胴
の没

後
に

「祭
楊
盈
川

文
」を書い

ており

、
そ
の
中

で
は
、

　 　

大
君
有命

、
徴子文房

、
余亦

明恭

、
瞳
君
頴頑

、
同
趨北

禁
、
井拝

　

束堂

、
志
事倶

得
、
形骸雨忘

、
載雁寒

暑
、
貧
病
洛陽

、
裏
馬
同轍

、

　

老
幼均糧

。

　

と
い
う
よ
う
に
、
習
芸館

学士時代の深

い交友

の
跡
が
記
さ
れ
ている

。

楊
胴
は
如
意
元年（ 六九二

）
秋
、
盈
川
の令と

し
て
東
呉に

出で

、
長寿二

年（ 六

九三）

か
ら
さ
ほ
ど遠

く
ない

時
期
に
官
に卒す

る
。
彼の枢

は
兄弟



宋之問論（上）

の
手
で洛陽にもた

ら
さ
れ
、
洛陽にお

け
る葬事

は
宋之間

によ

っ
て
執り

行
な
わ
れたこ

と
が

「祭楊盈

川
文」

に記

さ
れ
て
いる

。

楊
胴
の死を

も

っ
て
、
文芸上

の一 時

期
を画

し
た
初
唐の

四傑

はすべ

て

世を去

っ
た
。
宋之間

は
四傑の晩

年
に
巡り

合わ

せ
、
と
り
わ
け
賂
賓
王・

楊
胴
と深

い
文
学的交遊を

し
た
。
彼
ら
の文芸と

生
涯は

、
宋之間の目

に

強
く
賂き

つ
け
られ

て
いた

は
ず
で
ある

。
楊
胴
の死か

ら
十五

年ほどの

ち

に杜審

言
が
没
し
た
。
景龍二

年（

七〇八

）
に
宋
之間

は

「祭杜学士

審言

文」を

書
いた

。
彼は

そ
の
中
で
、

　 　

位
日
大
賓
、
才日

天爵

、
僻業備而官成

、
名
馨高而

命薄

、
屈原

不

　

終於

楚
相
、
揚
雄目投於漢

閣
、
代生

人
而豊無

、
人違代而威若

。

　

と
、
位と才

の合致

し
が
た
い
詩人

の
宿
命を述

べ
る
。
そ
し
て
、
四
傑
の

運
命を

、

　 　

王也才

参
卿
於西

欧
、
楊
也
終
遠宰

於東呉

、
鹿
則
哀
其栖

山
而
臥
疾
、

　

賂
則
不能

保族

而
全躯

、
由
運
然也

、
莫
以
幅毒

自衛

、
熔
紳
忌也

、
不

　

得華賓

斯
倶
。

　

と
捉える

。
彼

ら
の不

遇も

ま
た「 運の

然
ると

ころ」「 辞の忌

む
と

こ
ろ
」

に
よ
る
と
言
う
の
であ

る
。
「し
れ
は
、
宋之問

が
杜審

言と

も
ど
も嶺

表
流調

を
被

っ
た後の発言

であ

る
か
ら
、
多
分に彼

ら
の
身
の
上を

投
影
さ
せ
て
い

るとも見

られ

よ
う
。
し
か
し
、
四傑

の最

後
で
ある楊

胴
が
没
し
た
と
き
、

彼
は
ま
だ
官
途
に
就
いた

ば
かり

で
あり

、
自
分
が
親
し
く
敬慕

し
て
き
た四

傑
の
不
遇
の
生
涯
が
、
楊
姻
の
死
を契機

に改めて

彼
の脳

裏
に
去
来
し
た
と

き
、
彼
は
や
は
り「

辞
業」と「 官

の成

る
」
こととの

両立

し
が
た
い
思
い

と
、
四傑

の轍

を
踏
む
ま
いという思

いに強

く
と
らわれた

で
あろ

う
。
「 辞」

と「

官」

との両成

を求め

、
「 福寿」

と

「華実」

とを追

う
姿勢

は
、
楊

胴

の不

遇の死

に
よ
り
、
い
よ
い
よ
強ま

っ
た
と思

われ

る
。

　

この

こ
ろ
宋
之
間
は
、
蘇
州
武丘

山の隠

士
史徳義と親

交
を結

ん
でいる

。

史徳義

は
か
つ
て高

宗
に
召
さ
れ
た
が
病
いに託

し
て帰り

、
のち武后の

天

授元年

に
周
興
の
薦
によ

っ
て朝

散大夫を授

けられた

。
宋之問

が
集芸館

学士

とな

っ
た
年
で
ある

。
翌年十一

月
に
周
興
が
課せ

られ

る
と
、
彼も丘

墾
に放還

さ
れる

が
、
この

足か

け
二年の間

、
二
人に

は
親
密
な交

遊
があ

っ

た
よ
う
で
、
史徳義

の没後に蘇

州
の旧宅を

訪れた宋

之
間
は
、
「 旧交

此
に零落

し
、
雨泣

し
て
遺
壁を訪

ふ
、
． ー
ー
、
呉
中
の隠

を見

ず
、
空
し
く

江海の浜を余

す
」（ 「

過史正議宅

」
）
と
、
あり

し
日
の交遊

を
し
の
んで

いる

。
宋
之間の方

外
へ
の
好
尚
は
、
任官

の
後
も
衰えて

い
な
いの

で
あ
る
。

　

さて

、
集
芸館

学士

宋之

問
が洛

州
参軍（

従八品下）

に
転
じ
たの

は
、

い

つ
のこと

で
あ

っ
たか

判
然
と
し
ない

。
『 旧唐書』

本
伝

に
は
、
楊
姻

と

と
もに

，内
教に分

直し

たとい

う
記事の

あと

、
「 俄

に
し
て
洛
州参軍

を授

けら

る」

と
あ
るところ

か
ら
、
天授元年か

ら
さ
ほど遠

く
ない

時
期と思

わ
れ
る
。
ま
た
、

い
つ
ま
でこの任

にあ

っ
た
か
も不

明

で
ある

が
、
陳
子昂

と
の詩

の贈

答か

らおお

よ
そ
の見

当
は
つ
けられ

る
。

　

万
歳通夫元年（ 六九

六
）九

月
、
陳子

昂
は
右武

衛大将

軍
・
清
辺
道行

軍大

総
官の

武
敏
宜
の
参
謀
と
し
て
契
丹
征
伐
に
出
発
し
た
。
そ
のころ

宋之

　 　 　 　

（７｝

問
は
天
平
軍
に使い

に
出ており

、
そ
の帰

途に

、
進軍

し
て
く
る
陳
子
昂
と

新郷

（ 河南省新

郷
市）

で会

お
う
と
約
束
し
て
あ
っ
た
に
もかか

わら

ず
、

進軍

の足

が
速
く
て
す
れ
違い

に
な
っ
た
。
宋之間

は

「使往

天
兵軍

馬
、
約

与
陳
子
昂
、
新郷

為
期
、
及還而不相遇」

詩で

、
「衛
に
入
り
て
之の子

に

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

し ばら

期
せ
し
に
、
ああ少

く
も
留
ま
ら
ず
、
情
人

何
れ
の
処
にか

去
る
、
漠
水

日
に悠

々
た
り」

と
、
面
会

で
きな

か

っ
た嘆

きをう

た

っ
て
い
る
。
こ
れに

対
し
て
陳
子昂

は漠門鎮（

河
南
省
汲県の東北）

におい

て「 東征

至
浸門答

宋
十

一 参軍

之問

」
という

詩を作

り
、宋之

問
に
寄せ

てい

る
。
この詩題

か

ら
、当
時宋之間

は
洛
州
参軍

であり

、
その身

分
で天兵軍に

使い

し
たも

の

であること

がわかる

。
陳
子昂

はこの詩の冒

頭
で
「 南星

大
火に中り

し

七



八

高

　

木

　

重

　

俊

とき

、
子と清

漠
を渉

れ
り
」と

う
た

っ
て
い
る
が
、
おそ

ら
く
は
この年の六

月
に
、
両者

は
清水

，
洪
水
のあた

り
で
と
もに

遊
んだ

の
で
あろ

う
。

万
歳通

天元年九

月
に洛

州
参軍

であ

っ
たの

な
ら
ば
、
これ

よ
り
九
ヶ
月

ほど前の万歳登封元年賦

月

（ 十二

月
）、
武后

が
嵩
山
を
封
じ
たおり

、

宋之間

は

「 届

従
登
封途中作

」「

肩従

登
封
告成須

」
（と
も
に
五
言
律
詩）

、

「 屋

従
登
封告成順応

制」

（五言

排
律
）
を作

っ
て
いる

が
、
彼
は
お
そ
ら

く
洛
州
参軍と

し
てこ

の盛

儀
に
参列

し
た
と
見て

よい

。

陳
子昂

に
は
ま
た

「 同宋参軍之

問
夢越六

贈
慮
陳
二子

之
作
」という

詩

が
あ
る
。
詩中

に

「征
成
、
遼陽に在り

、
隣畦と

し
て草

は
再
び
黄な

り」

と
い
う
句
が
ある

とこ

ろか

ら
、
この

詩
は
遼東

に
遠征

し
て二

度目の秋

、

つ
ま
り
神
功
元
年（

六九七）

秋
に
作
られたこ

と
に
なる

。
宋
之
間
は
この

とき

にも洛

州
参軍

で
あ
っ
たわけ

で
あ
る
。
陳
子昂

は
こ
の
詩
の中で

、
方

外
の十友の

メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
虚蔵

用と

宋之

問
、
そ
し
て
自
身
の現況を

次の

よ
う
に叙

し
て
いる

。

　

虚
子尚高節

鹿
子
は
高節を

尚
び

　

終
南
臥
松雪

　 　

終
南に

松雪

に
臥
す

　

宋
侯
逢
聖君

　

．
宋侯

は
聖
君に逢ひ

　

鯵
駁遊青雲

　 　

鯵
駁
し
て
青雲に

遊
ぶ

　

而我獅

贈障

　 　

而るに我

は
独り

贈
瞳
と
し
て

語歌道

猶
屯

　

語黙

　

道

　

猶
ほ
轄
む

　

「鹿蔵

用
さん

は
終南山に

隠
棲
し
て
悠
々
自
適
、
宋之

問
殿
は
聖君（ 武

后）に巡り

逢い

、
その参乗と

し
て
大
空高

く
駆
け回

る
。
そ
れ
な
のに

私

ときた

ら
尾
羽
う
ち枯

ら
し
、
出仕と

隠
棲の

谷
間
で
行き悩

んでい

る」と

は
、
この

時
点

におけ

る三人

の境

遇をそのまま

に述べたもの

で
ある

。

　

ところ

で
、
神功

元
年秋

に宋之

問
が
洛
州
参
軍であ

っ
たの

は
確か

で
あ

る
が
、
そ
の後のこ

と
に
つ
い
て
は
、
両唐書本伝と

も
に

「尚方監

丞・

左

奉庭内供奉

に
累
転す」

と記

す
。
「 累転Ｌ

で
ある

か
ら
、
洛
州
参
軍か

ら

ただちに

尚方監

丞
に転

じ
た
ので

は
ない

。
とすると

、
彼
は
この

間
に
い

かなる

官
職を

経た

の
で
あ
ろう

か
。
彼の「 祭王城

門
文
」
は
城門

郎であ

っ

た
王
某の祭文

で
ある

が
、
冒頭「 維

れ
長安二年

、
歳
次
月
日
、
司
礼
主簿

宋某

、
謹み

て
清
酌
の員を

以
て
、
敬
みて

故宮昇丞太原の王君の霊を

祭

る」

と書き

出
さ
れ
ており

、
彼
は
長安二

年

（ 七〇二）

に
は
司礼

主簿

で

あ
‐っ
た
こ
と
が
わかる

。
司
礼寺

は
光宅元

年に太

常
寺を改称

し
たもの

で
、

礼
楽・ 郊廟・ 社穫のことを掌る

。
主
簿
は
二人

で
、
従七品上

。

　

ま
た
、
直蔵

用
の「

宋主簿

鴫掌

夢
越
六
、
予
未
及
報
而
陳
子
云
亡
、
今追

為
此
詩答宋

、
兼
胎
平昔

遊旧

」
詩
は
、
陳
子昂

が
没
し
た
直
後
に
作
られた

と思われ

、
詩題

に

「宋
主
簿
」
とあ

る
ところか

ら
、
宋之間

は
聖
暦
三
年

（久
視元年

、
七
〇
０
）
に
は
司
礼主簿

に
な
っ
て
い
た
こと

に
な
る
。
そ
し

て
彼
は
司礼

主簿か

ら
尚方監

丞・ 左奉

鹿
内供奉

に
転ずるの

であ

る
。

　

尚
方
監
は
、
天子

の
御
衣・

御物

の製造を

掌
る少府監の

こ
と
で
、
武后

の垂

洪
元年に改

称
さ
れた

。
丞
は
六人

で
、
従六

品
下
。
宋
之間

は
長安二

年
以
降
、
神
龍元

年（ 七

〇五

）二

月
に
瀧
州
参軍と

し
て嶺南

に
流さ

れ
る

　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　
　

ま
で
この職にあ

っ
た
。

　

宋
之
間
は
左
奉
寝
内供奉を兼ねること

に
よ
り
、
宮廷詩

人
と
し
ての

地

位
を確立

するの

であ

る
が
へ

　

武后

朝
にお

け
る彼の文学的

活
動
は
、
張
易

之・ 昌

宗兄弟

との

関わり

を
ぬ
き
に
し
て
は
語
れ
ない

。
以下

、
張兄弟

に

つ
い
て簡

略に触

れ
る
。

　

万
歳
通天

二
年（ 六

九
七）

、
太平

公
主
は
張
昌
宗を母

で
ある

武
后
の近

・

侍と

・し
て薦

めた

。
昌宗

は
次
い
で
尚乗奉

御
で
あ
っ
た兄

の易之を武后

に

推
薦
し
、
兄弟

は
武后の厚い寵愛を

受けるこ

と
に
な
る
。
聖
暦二

年

（ 六

九九

）正

月
、
武后

は
控鶴府の

官制

を整

え
、
監

・
丞

・
主
簿
の
官を

置き

、

司
衛卿

張
易
之を控鶴監と

し
、
銀
青光

禄
大夫張昌

宗

・ 左台

中丞

吉
頚・



宋之問論（上）

殿中監

田帰

道

・ 夏

官
侍
郎
李
廻秀・ 鳳

閣
舎人醇

穣・ 正

諌大

夫
員
半
千
ら

を
控鶴監

内
供奉

に
任
じ
た
。
おお

む
ね武

后
の
寵
を受

け
る
者
と文学の土

であ

る
。
おそ

ら
く
司
礼
主簿

であ

っ
たと

想
像
さ
れ
る宋

之間

は
、
この選

に
は
入

っ
て
いな

い
。

久
視
元年

（七
０
○）四

月
、
武后

は
河南告成

県
の
石
濠山

に
新営

し
た

三
陽
宮
に避

暑
に出た

。
五
月
十九

日
、
武后

は
皇
太子

・ 諸

王・

群
臣
と宴

し
、
みず

か
ら
七言八句

の詩を

作り

、
唱
和
させ

た
。
『 全唐

詩』巻

四六

、

秋仁傑

の「

奉
和
聖製

夏日

遊
石涼

山」

詩
の
側
注
で
は
、
こ
の
時の参会者

と
作
品と

は
、
醇
曜
の
書
によ

っ
て
北
崖上

に
刻
ま
れ
て
いたと

い
う
。
そ
れ

によると

、
参会者

の
官職

と
姓
名
は次

の
通
り
で
ある

。

　 　

皇
太子李顕

（ 中

宗）

・ 右奉

裕率

兼検校安北

大
都
護
相
王
李旦（

春

　

宗
）

・
太
子賓

客上柱

国梁王武

三思

・ 内

史
秋
仁
傑

・奉寝

令張易

　

之
・ 麟台監

中
山県

開国

男
張
昌
宗

・ 鷺

台
侍
郎
李
蝿・

鳳
閣侍

郎蘇

味

　

道

・
夏官

侍
郎
挑
元
崇・

給事

中間

朝
隠・

鳳
閣舎

人
樵
融・

奉辰

大夫

　

粉陰県開国

男
醇曜・

守
絵事中

徐
彦
伯
・ 右

玉
鈴
衛郎将

左
奉
寝
供
奉

　

楊
敬述・

司
封
員
外
子
季子

・ 通事

舎
人沈住期

　

右
の配列

は
品
階
の高

い順

であ

り
、
張兄弟

が
正
二品の

内
史
に次い

で

位置

する

こ
と
に
、
彼
ら
に対する武

后
の
寵
の
深
さ
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、

「沈宋」

と並称さ

れ
、
宋
之間と

同
年に

及
第
し
た
沈住

期
の
名
が
末
席
に

見
えて

いる

の
に
、
宋
之問

の
名
は
ま
だ
賜
宴の

席
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
。

　

同六

月
、
武
后
は控鶴府

を奉度

府と

改称

、
張易

之
を
奉哀

令と

し
、
間

朝
隠・

醇
梗
ら
を
奉哀

供奉と

し
た
。
五
月
十九

日の石

涼の宴

にお

け
る
張

易
之
、
葬
曜

・
楊敬

述
の

「奉哀

」
と
い
う
肩
書
は
、
改
め
られた呼称

で
刻

さ
れたの

で
あ
る
。
武
后
は
続
い
て
美少

年
を選ん

で
左右

奉庭

内供

奉と

し

よ
う
と
し
た
が
、
醇懐義

・ 張易

之

・
昌宗

がいれ

ば
内
寵
に
は
十分

で
ござ

いま

し
ょ
う
と
、
右補

闘の

朱
敬
則
に諌

め
ら
れたと

い
う
。
宋
之問

が
左奉

哀内

供
奉
に
任
ぜら

れ
た
の
は
－
お
そ
ら
く

こ
の頃

であろう

。
ただ

、
彼
は

こ
のとき

四
十
五歳

ほど

で
、
「美
少年

」
に
は
縁
遠
い
存
在
で
あ
っ
たか

ら
、

文
学

の
才
を買

われ

て
の
こと

であ

っ
たの

は
言う

ま

でも

な
い
。
さ
きの

石

涼
の宴

に
参
列
し
た楊

敬述の肩

書
が

「 右玉

鈴
衛
郎将・ 左奉哀

内
供奉

」

であると

ころ

か
ら
、
宋
之間の場

合も

「司
礼主

簿・ 左

奉庭内

供奉」

あ

る
い
は

「尚方

監
丞

・
左奉寝

内
供奉」

であ

っ
た
で
あ
ろう

。

　

武
后の

厚寵を背

景
に
、
張
兄弟

は
放縦

の
限
り
を
尽
く
し
、
武
承
嗣
．・ 武

三
思
な
ど
の戚

族
さ
えも

、
彼
らに

優
事
する

に至

っ
た
。
武后

は
そう

し
た

醜
聞を掩

い隠

す
ため

に
、
同
じ
六
月
に
張昌宗・

李
蝿
を
修書

使と

し
、
閣

朝
隠・ 徐彦伯

・
醇
曜・

員
半
千・ 千

季子

・
沈
佳期

・ 張説

ら
二十

六
人
の

文
学の土

を集

め
て
、
『 三

教珠英』

の
編
纂
に
当
ら
せ
た
。
宋
之問

もこれ

に
加
わ
っ
て
い
る
。
『 旧

唐書』

本伝

に

「 三

教
珠
英を

修
むる

に
預
り
、
常

に
雇
従
遊
宴
す」と記

す
よ
う
に
、
彼
が
宮
廷詩

人
と
し
て
武后朝

に
立
つ
の

は
、
おそ

ら
く
左奉鹿

内供奉を

兼ね

、
『三教

珠英

』
の
編纂

に
加
わ
っ
た

久視元年

（ 七０

○）六

月
で
あ
っ
たと考え

られ

る
。

　

さ
き
に述べ

た
よ
う
に
、
宋之

間
は
五
月
十九

日の

石涼

の
宴
に
は
侍
し
て

い
な
か
っ
た
が
、
この

時の武后

の
三
陽宮滞在

は四

月
か
ら
閏七

月
ま
で及

　 　 　 　

（９
）

ん
でお

り
、
そ
の間

に彼

は
左
奉
哀内

供奉を

兼ね

、
『 三教

珠英』

の編纂

に

参画

し
、
「屈
従
遊
宴
」
の
身分と

な
っ
た
。
彼
の「 三

陽宮侍

宴応

制
得
幽学」

は
、

この秋

に
作
られたもの

で
あ
る
。

　 　

離宮

秘苑勝

濠洲

　 　

離
宮

　

秘
苑

　

濠
洲
に勝る

　 　

別
有
仙
人
洞
盤
幽

　 　

別
に
仙
人あり

　

洞
壁の幽

　 　

巌選樹

色
含風

冷

　 　

巌
辺の

樹
色

　

風を

含み

て
冷
や
か
に

　 　

石
上
泉馨帯雨

秋

　 　

石
上
の
泉声

　

雨を帯

び
て秋なり

　 　

鳥
向
歌
鎧
束度曲

　 　

鳥
は
歌
庭に向

ひ

　

来りて

曲を

度
し

　 　

雲
依
帳殿

結
鴬棲

　 　

雲
は帳殿に依り

　

結
び
て
楼
と
為
る

れ



十

微
臣
昔黍方

明
御

　 　

微臣

　

昔

　

方明の

御
を泰け

な
く
し

高

　

木

　

重

　

俊

　 　

今
日還

陪
八駿遊

今
日

　

還
た
八駿の

遊
ぶ
に陪

す

　

ここでは

三
陽
宮
が
仙境に

見立

て
ら
れ
てい

る
。
か
よ
うな方外の

趣き

の描

写
は
彼
の得意

とす

るとこ

ろ
で
ある

が
、
侍宴応

制の詩

で
あ
る
だけ

に
さ
ら
に
雌
琢
が
ほど

こ
さ
れ
、
律体

では

ない

が
、
平伏の

配
列
にも

工
夫

が
こら

さ
れ
ている

。
尾聯

の

「 昔

　

方
明
の
御
を
禿
げ
な
く
し
た
」と

は
、

か
つて彼

が
洛
州
参
軍と

し
て
武后

の
嵩
山
登
封
に
随
従
し
たこと

を指

し
て

いるので

あ
ろ
う
。
彼
は
その際

に

「 眉従

登
封
告
成
頒
応
制Ｌとい

う詩

を

上
呈
し
てい

る
が
、
そ
れは

「侍
宴応

制」

の
作
では

なか

っ
た
ので

あり

、

いま

、
武
后を中心に

、
「 八

駿
」にな

ぞら

え
ら
れ
る権

貴
の
宴
席に侍

る

こ
とを得

て
、
彼
は
無上の

喜
び
に
ひ
た
り
、
丹精

を込め

てこ

の詩を

作
っ

ているの

で
ある

。
現
存する作

品か

ら
見
る
限
り
、
この

詩
が
宋之

間
の
宮

廷詩人

と
し
て
の
第一 作で

ある

と考え

て
よ
い
。

　

彼
が
武后

期
に
宮
廷詩

人と

し
て
立

つ
の
は
、
長安四

年

（ 七〇四

）
ま
で

の足

か
け
五年ほ

ど
で
あ
る
。
この

間に作

ら
れた

応
制
詩で

現
存する

の
は
、

「龍門

応
制」「 麟紐殿

侍宴

応
制
」「

上陽宮

侍宴応

制
得
林寺

」「

幸
少林

寺応

制」「 幸獄

寺応

制」「

松
山
嶺応

制
」
ぐ
ら
いで

あ
る
。
ただ

し
、
後
二

首
は
確定的

で
な
い
。
武
后
期
に
おけ

る
彼の行

跡
は
、
その詩

作の技傭も

さる

こと

な
がら

、
と
り
わけ

張
易
之
兄弟

へ
の阿諌

追従

ぶりによ

っ
て
知

られ

る
。
『新唐書

』本伝

に
よ
れ
ば
、
彼
は
間
朝
隠
ととも

に張

兄
弟
の
詩

の
代
作
を
し
たのみ

な
ら
ず
、
彼
ら
の
ため

に

「 溺器

」を

奉
ず
るほどで

あ
っ

た
。
し
か
し
、
張
兄弟や武

氏一 族

など

の権倖に

優
附す

る姿勢

は
、
宋之

問や

間
朝
隠
に
のみ

見
ら
れ
るの

で
は
ない

。
『朝野

禽
載
』巻

五
に
は
、
梁

王武三

思
が
張
易之のた

めに

伝
記を

書
き
、
彼を

王子晋の

後身で

ある

と

し
て
線
氏山に

廟を

立てた

と
いう

話
の
ほか

、
鄭
惜

・
醇穣・

樵
提

・
諸至

忠・

琴
義

・
超履温・

吉
頚・宗楚

客
ら
が
権倖に

議
事
し
附
託
し
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
を載

せ
、
さな

が
ら
に

「諭
仮人

物
伝」の

観
を呈

し
ている

。
まさ

に
、
朝をあ

げ
て
権倖に

娼
附
する

と言

っ
て
も
過言

では

な
い
現
実
が
、
彼

の
背
景
に
あるので

あ
る
。

　

長安

三年（ 七〇

三）の

夏
ご
ろ
、
皇太

子
、
（ 中

宗
）
の
娘
の
安楽郡

主
が

武三思の

第
二子

で
あ
る崇

訓
に降嫁

し
た
。
武三思は

こ
の
とき

、
宰
相
李

嬬
、
蘇味

道
、
詞人沈栓

期

・
宋之

問・徐

彦
伯・張

説・闇

朝
隠・

雀融

・

窪
混

・
鄭情

ら
に
命
じ
、
「 花

燭行

」を賦

し
てその盛

儀
を
讃美

さ
せた

。
「 詞

人
」と

し
て
は
沈
住
期以下の八

名
が
第一 級

で
あ
る
と
認
めら

れ
ていた

こ

とを示すが

、
「宰
相
」の

李
峨
や
藤
味道に

し
て
も
当代

一
流
の
詩文家

で

あ
り
、
そ
の
才
能
が
彼
ら
に
宰
相
の
地位をもた

ら
す
源と

な
っ
て
い
るわけ

で
あ
るか

ら
、
詩文の

才を

も

っ
て立

つ宮廷詩人が

帝
王を

讃え

権倖

に
奉

仕す

るの

は
、
みずか

ら
の
地位の安

定と

昇進

に
密接に

関
わ
る
も
の
で

あ

っ
た
。
し
かも

、
「 花

燭行」を

賦
し
た
前述の

十
名
は
すべ

て
進士科や

他の諸

科の出

身
で
あ
り
、
門
地
を
背景

に
官途

を歩

む
者で

は
ない

。
・
こ
う

し
た
宮
廷詩人群の

登場

は
、
も
と
よ
り
武后の

文学

愛好

と新

し
い人

材の

登
用
の
方針に

よ
るもので

あ
る
が
、
彼
ら
によ

っ
て構

成され

る宮

廷文壇

は
、
斉

・
梁の

それ

が
門
地を有す

る文

人貴

族
によ

っ
て
成り立

っ
ていた

の
と
は
違

っ
て
、
構
成
員の大

半
が
科試によ

っ
て
登
用
さ
れ
た
新興の

知
識

人な

の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
みずか

ら
の
立脚の

基
盤
を
安定

し
た
門

地
に
置
く
こと

が
で
きない

彼
ら
は
、
自
己
の
力量

と宮廷内の

人
間関係に

依
存
し
て身

を保持

せね

ば
な
ら
ない

、
極
め
て
不安

定な存在で

あ
っ
た
の

で
あ
る
。

　

加えて

、
長安年

間の

拳
人
の
任
用
状況は

、
『新唐書

』
「 選挙志下

Ｌ

　

に

次

のよ

う
に
記さ

れ
て
い
る
。

　 　

長
安二年・

隼
人授拾

遺・ 補

闘・

御
史

・
著作

佐
郎・

大理評

事

・

　

衛
佐凡百像

人
。
明年

、
引見風

俗使隼

人
、
悉
授試

官
、
高者

至
・鳳閣



宋之問論（上）

　

舎
人

・
給
事
中
、
次
員
外
郎

・
御
史・

補
闘・

拾
遺

・ 校書

郎
。
ーー

　

時李

嶋
鴬
尚書

、
又置

員
外
郎
二千

鹸
員
、
悉
用
勢家親

戚
、
給俸隷

、

　

使壷務

、
至
奥正

官
争事

相
殴
者
。

　

つ
ま
り
、
長安二

、
三
年
に
は
挙
人や勢家

・ 親戚の子弟

の大量登

用
が

行
わ
れたわけであ

る
。
風
俗
使
の
挙人

に
は
、
訳
官と

は
言う

も
のの

鳳
閣

舎人

・
給
事中と

い
う正

五
品
上の

官
を
得る者

もあ

らわれ

、
勢
家

・
親戚

の子弟二千

余人

が
従六

品
上
の
員
外郎

を
授
け
ら
れた

。
風
俗使

が
推挙

す

る者

の
大
半
は
勢家・

親戚の子弟

であ

っ
た
だ
ろ
う
し
、
李
嬬
が
勢家・

親

戚
の子

を大量

に
登
用
し
たこと

に
は
、
権
貴

へ
の
阿諌の姿勢

が
う
か
が
わ

れる

が
、
い
ず
れに

せ
よ
、
権
勢
の
家
の
子
弟
が
大
量
に
富
に任

じ
られたわ

けで

ある

。

　

こ
のころ

宋之間

は
従
六
品下の尚

方監

丞で

あ
っ
たの

だ
か
ら
、
新
登
用

の勢家

・
親
戚
の
子
弟
が
続
々
と
自分

に
肩を

並べ

、
自
分を飛

び
越
し
て

行

っ
た
こと

に
なる

。
彼の

地
位
が
人間関係の情

実に左

右
さ
れ
ると

な
れ

ば
、
ま
た
、
彼
が
みずか

ら
敬慕する初唐

の四

傑
の
不
遇
の轍

を
踏
む
ま
い

と
す
れ
ば
、
彼
に
は
権
倖
に阿附

す
る
し
か道

が
残

っ
て
いな

か
っ
たの

であ

る
。
もと

よ
りそ

れ
は
、
彼の内

面
的
資
質
にも

よ
るだろ

う
。
彼の

本伝

に

は
、
１例
え
ば
武三思

の
よ
う
に「 傾巧

便
僻」

（ 『
旧唐書』「 武

三思伝」 ）な

どの

巧優

の資質を明確

に
表
わ
す
言
葉は

な
い
が
、
か
つて

の方

外の

交
遊

の
精神と

は
お
よ
そ
隔
絶
し
た
彼の内面的

資質

が
、
この

よ
う
な
環境

の中

で
一 気

に噴き出

し
た
のである

。

　

し
か
し
、
「 溺

器
を
奉ずる」

ま
で
の婚

儀をも

っ
て
し
て
も
、
彼
は
武后

朝
において重要視さ

れること

は
なか

っ
た
。
『本事詩』

「 怨憤

」
に
は
、

来
之問

が

「明河

篇
」を

上
呈
し
て北

門学士

の
職
を求

め
た
とき

、
武
后
は

「之間の才調

を
知
ら
な
い
わけ

で
は
な
い
が
、
口
臭
が
きつ

いか

ら
」
と後

融
に漏

ら
し
た
話
が
記さ

れ
て
い
る
。
彼
は
お
よ
そ学

識と

は
関わ

り
のな

い

とこ

ろで評価さ

れたわ

けである

。
ま
た
、
武后

が
洛
陽の龍

門
に遊んだ

お
り
、
武后

は
最初

に応

制
詩を完成さ

せた

左
史の東

方嵐

に
錦
砲
を賞

賜

し
た
が
、
後
れ
て
完成

し
た宋之

問
の
詩
の
方
が
優
れて

いたの

で
、
錦砲

を

取り上

げ
て
改め

て
宋之間

に
下賜

し
たと

い
う
。
こ
の「 奪錦

砲」

の
故
事

は
、
宋之間の

優
れた

詩才

を讃

えるも

の
と
し
て伝

え
られ

る
が
、

一
面
で

は
、
彼
ら
宮廷詩

人
が餌

に
群
が
る
魚の

よ
うな

存
在
で
あ
っ
たこと

も
示
し

て
いる

。
その

魚
の中

で
、
心を

傾
け
て
権倖に奉仕

し
、
最
も餌

の
取り方

が
うま

い
部類

に
入る

宋之

間の

、
武
后期

に
お
い
て
は
尚方監

丞どま

りで

あ
っ
た
事実

が
、
宋
之問

、
ひ
いて

は
宮
廷詩

人

一
般の

評
価を

端的

にあ

ら

わ
し
て
いる

だろ

う
。

　

神
龍一 元

年（

七〇五）

年正

月
、
高
齢の

武
后
は
重
病
に陥

っ
た
。
こ
れを

機
に
、
張束之・ 窪

玄
瞳

・ 桓彦

範
らが

左右羽

林
兵を率

い
て宮

中
にな

だ

れ込

み
、
張
兄弟

を
詠殺

し
た
。
二
十五日

、
中宗

が
復辞

し
て
天
下
に大赦

し
た
が
、
張兄弟

の党与

は
赦
さ
れ
なか

っ
た
。
宋之問

も他の宮

廷詩人

と

とも

に
、
嶺
南

への流調

の身となる

。
同
じ
く
張
兄弟

に
娼
附
し
た
武
氏一

族
の
勢
力
が
そ
のまま

温存さ

れ
た
にもかか

わ
ら
ず
、
政治的

に
は
無力

に

等
し
い
存在

であ

っ
た
宮
廷詩

人
が
大量

に流諭

さ
れたの

は
、
そ
れ
だ
け彼

ら
の行

跡
が
衆
目にと

ま
る
もの

であ

っ
た
か
らであり

、
彼
ら
を
追放

し
て

も
、
新
政権の基

盤に

は
何
ら
影
響
が
な
か
っ
た
た
め
で
もあ

る
。
武后

が
上

陽
宮
に
移さ

れ
、
張
兄弟

が
謀殺

さ
れたい

ま
、
彼
ら
を
擁護する

もの

は
誰

も

いな

か

っ
たの

で
あ
る
。

三神龍

元年

（ 七

〇五

）
二
月
初
め
武
后
政
権を

支
え
て
いた

宰
臣
挑
元
之

・

十

一



高

　

木

　

重

　

俊

章
承慶・

房
融
ら
が
嶺南に流

さ
れ
た
。
続い

て李蝿

・蘇味

道・

窪融・

鄭

惜

・
宋之

問

・
沈
倹
期

・
閣
朝
隠

・
杜
審
言
ら
の
宰
臣

・
詞
臣たちも

左遷

さ

れ
た
。
沈
住期

の

「 初達

駿
州」

詩
の
冒
頭に

「 流子一 十

八
」と

ある

と
こ

ろか

ら
、
十八

名
が
流
罪に処

せ
ら
れたこ

とにな

る
が
、
そ
のすべ

て
は
わ

か
ら
な
い
。

宋之

間
は
瀧
州
参軍

に
左遷

さ
れ
、
洛陽

か
ら
准北

を
経
て
、
江
州

（ 九

江

市
）・

洪
州

（ 南昌市）と南

下
し
て大

願嶺を

越
え
、
広州・ 端

州

（ 広東

省高要

県
）
を経

由
し
て瀧

州

（ 広東

省
羅定

県の南）に

到
達す

る
。
途中

、

斬
州
黄
梅
県で

寒
食を迎え

、
彼
は

「 途中寒

食題黄梅臨江

駅寄樵融

」
詩

を
作

っ
ている

。
窪融

は
蓑
州刺

史に

左遷

さ
れ
、
宋
之
問
と
同
じ
経
路で

南

下中で

あ
っ
た
。
宋
之間のこ

の
詩
に対

し
て
僅融

は

「和
宋
之
問
寒
食
題黄

梅臨江

駅
」
詩を返

し
た
。
そ
の冒頭に

は

「春
分
に
准北

よ
り
し
、
寒
食に

江
南
に
渡
る」とある

。
彼
らは

日
を同

じ
く
し
て
長江を

渡

っ
た
の
で
ある

。

平岡

武夫編『 唐

代
の暦

』
に
よれ

ば
、
この

年の春分

は
二
月
二
〇
日
、
寒

食
は
三
月
五日

ご
ろで

ある

。
彼
らは

、
春分に

准北を経由

し
た
の
であ

る

か
ら
、
洛陽

を発

っ
たの

は
二
月
中
旬と見て

よ
い
。

江
州
か
らは

舟
で
酸
江
を湖る

。
「目
洪
府
舟
行
直
書其事

」と

い
う
五十

四
句
の
長篇詩

は
そ
の
舟中

で
作
ら
れ
た
。
彼
は
そ
の
中
で
、
「仲
春に国門

を
辞
し
」てか

ら
、
「 休

隙
」の

ない

「厳程

」
の
ままに

「風
水を渉

っ
」

てこの

地
に
至

っ
たと述

べ
た
あと

、
自己

のこ

れ
ま
で
の
身の

上を

語
り
は

じ
める

。
自分

は
も
と
も
と隠棲

を理

想
と
し
、
世に出る

つ
も
り
は
なか

っ

たのだ

が
、
「 謬

っ
て紫泥の

書を辱け

な
く
し
、
翰を青雲の

裏に

揮ふ」

よ
う
に
な

っ
た
の
だ
と
。
そ
し
て
、

　

安位

雰
潜
構

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

っ
み

　

ひ そ

　 　 　 　 　 　 　

位
に安

ん
ずれ

ば

　

罪

　

潜
かに

構せ

ら
れ

　

退
耕
調
槍起

ぎ
ゎ ひ

　 　 　 　 　 　 　

退
耕
せん

と
す
る
も

　

禍

　

猶ほ

起る

　

棲
巌賞吾策

　 　

巌
に
棲
む
は
実
に
吾
が
策

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

十
二

藩に触る

る
は
誠に内に恥

づ

燭
藩
誠内恥

　 　

掌
議負

宿
心

　 　

群議

　

宿
心
に
負
き

　

獲戻

光
華始

　 　

っ み

　 　 　 　 　 　 　 　

戻を光華

の
始め

に
獲たり

　

黄金

忽
鎗鎌黄金も

忽
ち鎗鎌

し

　

素業

坐
論毅

　 　

素業

は

坐

　

に
し
て
論殺す

と
、
退耕せ

ん
と
す
る願いと

は
う
らはら

に
、
黄
金を

も溶

か
し
尽
く
す

よ
うな悪

意
に
満
ちた「 群議

」
に
よ
っ
て
、
自分

は
こ
れ
ま
で
の業績をす

べ
て
否定

さ
れた

、
と述べる

。
最後に

、
羅浮山

を
は
じ
め
とする霊

跡
を

探
勝
し
て
歳
月
を
忘
れよ

うと

思
う
が
、
南涙の彼方に身

を
置く

の
だ
か
ら
、

嵩山の

別荘

で
のか

つて

の自適の生活

は
永遠

に
不可能に

な
っ
た
と
嘆
い

て
、
この

作
品
は
結
ば
れ
る
。

宋之

問
が
方
外へ

の好尚を

抱
い
て
い
たこと

は
す
で
に述べた

。
し
か
し
、

そ
の
反
対
に

「栄達」

への

指
向も

強か

っ
た
こと

は
、
武后

朝
に
お
け
る権

倖

へ
の優

附
ぶり

で
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
その彼

が
い
ま
こと

さ
ら
に方外

へ
の「

宿
心
」
を強

調
する

の
は
、
「 群議

」
の
悪
意
を非難す

る
のと同

じ
く
、

自
己
を正

当化

する

方
便の

た
めで

ある

。
彼に

は
嶺南

に
配流

さ
れるほど

の悪事

を働

いた

覚え

は
全
く
な
か
っ
たであ

ろ
う
。

一 度た

りと

も
国
政
の

大事

に
関わ

っ
た
こ
とが

な
か

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
。

大
願嶺

を越える

と
い
よ
い
よ
異域

であ

る
。
彼の

態度

は
微
妙に変

化
し

始
める

。
「 早発大

慶
嶺
」
で
は
、

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

お
も

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

つ
と

　

目
惟易

忠
孝

　 　

自
ら
惟ふ忠孝

に
易
めた

り
と

　

斯
罪
憎
所得

　 　

斯の

罪得

し
所
に
惜
し

　

皇
明顔照洗

　 　

皇明頗る照洗

せ
られし

に

　

廷議

日紛惑

　 　

廷議

　

日
に紛

惑
す



感謝

鳩
鷺
朝

　 　

鶴
鷺の

朝
を感謝

り

勤
修
窟魅

職勤

め
て魅

魅の

職を

修
め
ん

生
還
倫
非遠

生
還

　

価
し
遠
き
に
非
ざ
れ
ば

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ほつ

誓擬酬

恩徳

　 　

誓
っ
て
恩
徳に

酬
い
ん
と
擬
す

宋之問論（上）

とう

た
わ
れ
る
。
自分

は
忠孝

に
勤
めたの

に
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
に罪せ

ら

れ
るの

か
わ
か
ら
な
い
。
皇帝

がひ

たす

ら
救済

さ
れ
よ
う
と
し
た
が
、
「廷議」

が
錯
乱
し
て
どう

にもな

ら
な
か
っ
たの

だ
。
彼
が

「目洪府

舟行

直書

其
事
」

詩
で述べた「

群
議」

への怒り

は
、
ここ

でもは

っ
き
り
表
わ
れ
て
い
る
。

と
同時

に
、
生還す

ること

が
も
し
可能

で
あるな

ら
、
必ず恩徳

に
報
い
よ

う
とい

う
恭
順の意志

もま

た明

確
に表

われ

て
いる

。

　

や
が
て
北
江を下

っ
て西

江
を
湖り

、
瀧
州
江に入ると

、
旅の終り

は
目

前とな

っ
た
。
「 入瀧

州
江
」
詩
で
は
、
隠棲

へ
の志

向を前面

に
押
し
立
て

た
恭
順
の姿勢

は
、
ま
すます

強
ま
っ
て
いる

。

　

余
本巌

棲客

　 　

余
は
もと

もと巌

棲の客

悠哉

慕玉京

　 　

悠なる

かな

　

玉
京を慕

へ
る
こ
と

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

つ ね

厚恩嘗願

答

　 　

厚
恩
は
嘗
に
答

へんと願

ひ

薄官不断成

　 　

薄官

に
し
て
成
るを

祈め

ず

違隠市

求志

　 　

隠を違る

は
志
を求

む
る
に爺

け
り

披
荒篇

近
名

　 　

荒を

披
く
は
名
に近づき

し
が
為なり

運
啓
中興

暦

　 　

運
は
中興の

暦
を啓き

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

す

時
逢外域清

　 　

時に

は
外域

の
清
むに逢ふ

紙鹿

保
忠信

　 　

紙
だ
応
に
忠
信を

保
つ
べ
し

　

延促付紳

明

　 　

延
促

神
明
に
付
か
ん

　

「隠
を棄てて

出仕

し
たの

は
わ
が
本志

に
そ
む
い
たこと

、
い
ま
荒
僻の

地
に入る

の
は
名
に近づ

こ
う
と
し
たた

め
」と

い
う
述懐

は
、
「群議

・ 廷議」

の悪

意

に
責め

を負

わせ

て
いたこ

れ
ま
で
と比

べると

、
し
お
ら
し

い
ば
か

り
であ

る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な自

省の言

葉
は
、
この

時点に

おい

て
は

衷心か

ら
出た

偽

り
のな

い
も

の
であ

る
と
し
て
も
、
この自省

が
彼

のこの

後の

行
動
の
規範

となり得な

か
っ
たの

は
事実

である

。

彼
は
嶺南

の
地
において

、
含沙蛾・

盤
な
ど
の毒

虫
、
吻
草

・
女草

など

の毒草

、
療痛

の毒

気
、
鯨
の
よ
うな

異物

、
そ
し
て
文身

・ 醒

歯
な
どの異

習
の中

に
身を置

く
悲
し
みをう

たい

つつ

も
、

一 方

で
は
ま
た
、
「 過蛮洞

」

詩
の
、越

嶺千重

合

　 　

越嶺

　

千重

　

合り

　

醤酪十里

斜

　 　

蛮
路

　

十里

斜め

な
り

　

竹
迷樵子裡

　 　

竹
は
樵
子
の
径を

迷
は
せ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

め ぐ

　

棒
匝
釣
人家

　 　

薄
は
釣
人
の家を

匝
る

　

林
暗交楓

葉

　 　

林暗

く
し
て

　

楓
葉

　

交
は
り

　

園香

覆
橘
花

　 　

園
香
りて

　

橘
花

　

覆
は
る

　

誰憐在荒

外

　 　

誰か憐

れ
ま
ん

　

荒
外
に
在
るを

　

孤
賞
足
雲
霞

　 　

孤賞

　

雲
霞

　

足る

　

と
い
う
表
現に見

られる

よ
う
に
、
異
域
の中

に
方
外
の
風情を見て

心を

慰め

よ
う
と
す
る
。
「園
香」の句

は
、
布
で
覆
わ
れ
た
橘
の木か

ら
花
の香

り
が
すると

い
う
意
味
で
、
冬
に
木を

覆
っ
て
お
く
と
、
春か

ら
夏に

か
け
て

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　

橘
の果

皮
が
青
く
変
じ
、
酸美な

味に

な
る
という

。宋之間

は
異域

の
奇
妙

な栽

培
法
を描写

し
て
い
る
わ
け
で
ある

。

　

さて

、
宋之問

が
中
朝
に対

し
て
恭順の

意を

表わ

し
、
異
域
の
方
外
の
風

情
に
身を

委ね

よ
う
と
し
たの

はポ

ー
ズであ

っ
た
と
断ずる

必要

は
あるま

い
。
無
力
な
詞
人にす

ぎ
な
い
彼
に
は
、
他
に
取る

べ
き
方途

が
な
いの

であ

る
か
ら
。
し
か
し
彼
は
、
こ
の心情のまま

に
瀧
州
で謹慎する

ことな

く
、

約半

年の

後
に洛陽に逃帰

し
て
し
まう

。
いかな

る
動
機と目算

が
あ
っ
て

↑ 十 三



十
四

の
ことか不

明
で
あ
る
が
、
彼
が
嶺南の

風
土
を厭

うてい

たの

は
確か

で
あ

り
、
ま
た
、
洛陽で

は
自分

が
か
つて奉仕

し
た武三思

が
草后に蒸

し
て
権

力
を
掌
握

し

つつ

あ

っ
た
ことも

、
彼

の
計
算に

入

っ
て
い
た

で
あ
ろ
う
。
こ

の逃

帰
の
ル
ー
ト
は
桂
州
か
ら
全
州
を
経由

し
て湘水に乗

っ
て北上

し
た
と

思
われ

、
「目
湘
源
至
漂
州
衡
山
県」詩

は
、
そ
の
途
次の

もの

と考え

ら
れ
る
。

この

詩は

湘
水沿

岸
の風

景
が
十
句
にわた

っ
て
描か

れ
たのち

、

　

紛
吾望闘客

　 　

紛
と
し
て吾

は
望
闘の

客

　

編機速

巳
慣

　 　

帰
榛

　

速か

なる

は巳

に
慣
れ
た
り

　

中道

方沢洞中道

に
て
方に浜

洞
す
れ
ば

　

遅念

目技撰

　 　

遅
念

　

弦よ

り撰

は
る

頼
欣
衡
陽
美衡

陽
の
美を

欣
ぶに

頼り

持
以
瀕
憂患

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

の
ぞ

　 　 　 　 　 　

持
し
て以

て
憂
患
を
畿
かん

高 ・木

　

重

　

俊

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ふ

　

と述

べて結

ば
れ
る
。
詩中に

「 平

沙

　

陽
雁

　

覆す

」とい

う句

が
あ
る

ところか

ら
、
季節

は
秋
か
ら
冬にか

け
て
で
あり

、
彼の逃

帰の時

期と重

なる

が
、
神
尾二句の「 衡陽

の美

を欣賞

し
て
憂患

を払お

う」

と
は
、
果

し
て逃

帰者の言で

あ
ろ
う
か
。
「 望闘の客

」の「 憂

患
」
は
京師に

至
れ

ば
消えるの

で
あり

、
この旅

が
洛陽

ま
で連

続す

る
ので

あ
れ
ば
、
途中

の

衡陽で

心
を
慰め

る
こと

も
な
い
わけ

で
あ
る
。
ま
し
て
、
配所を無断で

脱

出
し
た逃

亡者

に
、
こ
のよ

うな

余裕

は
な
いであ

ろ
う
。
最終二

句
は
、
こ

の
旅
が
衡陽

止まりであ

ることを

う
か
がわ

せもす

る
。
お
そ
ら
く
宋之

間

は
、
瀧
州
参軍と

し
て職務を帯

び
て衡

陽あ

る
い
は
長
沙
に赴いたので

は

あ
る
ま
い
か
。
そ
し
て
そ
の
用
務
先
で洛

陽の情

報を入

手
し
、
里心にも

迫

ら
れ
て
洛
陽に逃

帰
し
た
のであ

ろ
う
。
な
れ
ば
こ
そ
、
逃帰行の

さな

かに

作
られ

た
と
思われ

る「

渡
漢
江
」絶

句
に
は
、

　

嶺外音

書
絶

　 　

嶺
外

　

音書

絶
え

　

経冬

復
歴
春

　 　

冬を経

て復

た
春
を
歴た

り

　

，
近郷

情
更
怯

　 　

郷
に
近づ

き
て

　

情

は
更
に
怯え

　

不敢問衆人

　 　

敢
て
来
たる人に間

は
ず

　

と
、
さき

の

「目
湘
源
至樟

州
衡山県

」
詩に

は
な
か
っ
た
不安感

・緊

張

感
が
込め

ら
れ
て
いるの

で
ある

。
心
が
ま
す
ます怯え

て
、
すれ

違
う
人に

問
う
気も

起
ら
な
い
、
とい

う
の
は
、
直
接
に
は
家人の不

測
の
事態

が
脳
裏

をかすめ

る
ためで

ある

が
、
その不

測
の
予
感
は
、
彼自身の先行

き
に重

な
るも

の
で
あ
る
。
「敢
て
来た

る
人
に問

は
ず
」
は
、
彼の逃

避
行
の心

理

の象徴

と言

える

。
この詩の承句

で
は

「冬
を経

て
復た春を歴た

り」と

言
う
。
彼
は
春
に
瀧
州
に
流さ

れ
た
ので

あるか

ら
、
「経春

復
歴
冬
」
とな

るべ

き

である

が
、
押
韻の関係

で
この

よ
う
に表

現されたもの

で
あ
る
。

とする

と
、
彼
は
神
龍元年（ 七〇

五
）の

晩
冬
か翌年の正

月
早
々
に
漢
江

を渡

っ
て
北
上
し
て
洛陽に

入
っ
た
ものと思

われ

る
。

洛
陽に

帰着

し
た宋之間

は
、
張
仲
之
な
る人

物
の
家に

匿わ

れた

。
張
仲

之は

鮒
馬都尉の王同

絞ら

と
謀

っ
て
、
岸后

に
蒸
し
て
国政

を
私す

る武三

思
を
謀
殺
し
よ
うと

し
てい

た
。
宋之問

は
その

密
謀
を察

知
し
て兄

の子

を

使
っ
て
通報

し
、
そ
の
功
によ

り配

所逃

帰の

罪を免

ぜられ

、
鴻臆寺

の
主

簿に

任
ぜら

れ
た
。
両唐書本

伝
に等

し
く
記
す
と
ころ

で
あ
る
。
し
か
し
、

両唐書

で

「 兄

の
子
」
と記

す
のを含め

て
、
この

事
件
に
関
し
て
は
、
通報

者
が
誰で

あ
っ
た
か
とい

う
点
で
、
極
め
て
異説

が
多
い
。
以下

、
通
報
者
が

誰
か
に
つい

て
、
資
料
の
要点を記すことにす

る
。

　 　

〔旧
唐書・ 王同

鮫
伝〕王

同絞

ら
の
密
謀
に
加
わ
っ
た
再
祖薙

が
武三

思
に通

報
。

　 　

〔新唐書・王同鮫

伝
〕
王同

較

・ 張

仲
之・ 祖延慶

・
周
慢・

李俊

・

再
祖宛

が
密
謀
。
祖延

慶
の
妻
が
宋之遜の外妹

で
あるとこ

ろか

ら
、
之

遜
の
子
の
曇
が
そ
れ
を
察
知
。
ま
た
、
か
つ
て
張
仲
之の

家
に
宿

っ
た
宋之

問
も
そ
の
密
謀
を
知

っ
ており

、
曇を

使
っ
て
武三思に通報

。



宋之問論（上）

　 　

［旧
唐書

・
挑紹

之伝

〕
外妹

を祖延

慶
に
嫁
が
せている宋之遜

が
密

謀を察

知
。
子
の
曇を

使

っ
て
通報

。

　 　

〔 新唐

書

・
武
三思伝

〕
王同

較

・
周
慢・ 張

仲
之
ら
の
密
謀
を
、
再祖

薙・ 宋之遜・ 李

俊
が
通報

。

　 　

〔 旧

唐
書・

蘇
洞
伝
附
蘇晋伝〕

張
仲
之
は
友
人
の
宋
之
遜に

告
発
さ
れ

た
。
（新
唐書， 同

伝
で
は

「 宋之遜

等
」と複

数形

に
な
っ
て
い
る
。
）

　 　

〔太平

広
記・

巻
二六三

、
宋
之遜

、
引
朝
野
余載

〕
張
易
之
兄弟

に
詔

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

（ ｎ）

附
し
たか

ど
で
党
州
司
倉に

左
遷
さ
れ
て
いた

宋
之遜

が
、
配
所を逃帰

し

て王同

鮫の

家
に匿わ

れ
、
密
謀
を
察
知
し
て甥

の宋

星を

使

っ
て岸后

に

上
告
。
兄の之間と「 羅織」

し
て
王同鮫を

死
に
追
い
や
っ
た
。

　 　

「 資治通

鑑
、
神
龍
二年

、
考異

、
引
御
史台

記
〕張

仲
之
ら
の
密
謀
を

宋之遜の

子の塁

が
察
知
。
再
祖
薙

・ 李栓に

知
ら
せ
、
彼
ら
が
上聞

。

　 　

〔同
、
引実

録
］
王
同鮫

・
周
爆
ら
の
密
謀
を
李俊

らが

武
三
思
に通報

。

　 　

［同
、
引
唐暦・

統紀

・ 実録

〕
張
仲
之
が
密
謀
を誤

っ
て
友人の宋之

間
に
池
ら
し
、
之
間
は
偽

っ
て
再
祖
薙・ 宋

之遜

ら
とその密

謀に

参画

。

張
仲
之
を
裏
切
っ
て甥の

李
俊
に通報

させ

た
。

　

これ

ら
の
資料

は
ま
ことに

紛

々
と
し
ていて

、
真
相
は

つ
かみに

く
い
。

この

事件

の按問の過程

で
、
告
発の報賞を求

め
て多

く
の
者
が
名
乗りを

あ
げ
、
偽証

も含

めて

罪
状
を「 羅織」

し
て
い
っ
た
結果

であろ

う
こ
と
は

想
像
に
難
くな

い
。
と
り
わ
け
宋之間

兄弟

にと

っ
て
は
、
配
所逃

帰
の重罪

が
帳
消
し
に
なる

か
どう

か
の瀬戸

際
であ

り
、
彼
らが

積
極的に立ち回

っ

たであ

ろう

ことも

容
易
に推測

で
きる

。
前掲の

資
料の中

に
は
、
宋
之
間

兄弟

、
外妹

、
之
遜
の
子
の
曇
、
兄弟

の
甥
の李俊

という

、
宋家

に
連な

る

者
が
多
く
登場

する

が
、
こ
れ
も彼

ら
の奔

走
ぶりを示

すに

足る

であ

ろ
う
。

次に

、
この事

件
の按問の状

況を

も
う
し
ば
ら
く
追

っ
てみ

よ
う
。
「 王

同
絞
伝
」
において

は
、
両唐書ともに

、
武后の霊

駕
が
発す

る
のを

期
し

て武

三思暗殺を実

行
し
よ
うと

し
たと

記さ

れ
て
いる

。
武后

が
崩
じ
たの

は
神龍元

年

（七〇五

）
十一

月
二十六日

であり

、
霊
駕
が
長安

に向け

て

発
引
し
た
の
は
二年正

月
二十一日

で
あるか

ら
、
王同

絞
ら
の暗殺計

画
が

謀議

さ
れ
、
密告

に
よ

っ
て
彼
らが

逮捕

さ
れたの

は
、

この

二
ヶ
月
ほ
どの

間
と
なる

。
『 資

治
通
鑑
』「 神龍二

年
」
の
条
に
よれば

、
中
宗
は
初
め
御
史

大夫李

承
嘉と監

察
御
史
挑
紹
之にこの

事
件の按問を命

じ
、
のちに楊再

思・

李
鵬

・ 章

巨源

ら
の宰

臣に

も参験を

命
じ
た
。
こ
のう

ち
李
蟻は

、
正

月
二十三日

に通

州刺

史か

ら
吏部尚

書

・同中書

門
下三品

に
な
っ
て
い
る

か
ら
、
彼
が
参
験に

加
わ
っ
た
の
は
、
早
く
と
も
正
月
下旬と

い
う
こと

に
な

る
。
王
同
絞らが

処
刑
さ
れ
る
の
は
三
月
七日

であるか

ら
、
この事件の按

間
は

一
ヶ
月
余
に
達
し
て
い
ること

に
なる

。
按問の中

で
張
仲
之
は
武三

思

の
罪
状
を
述べ

立
て
、
そ
の
語
は
草
后
に
及んだ

。
楊再思

と
葦
巨源

は
狸
寝

入り

を
し
て
聞か

ぬふり

を
し
、
李
曙が

挑紹

之に

命
じ
て□を塞

ぎ
縛り

上

げ
て
獄に送

ら
せた

。
こののち

、
彼
ら
の罪

状
が
確
定

さ
れ
る
のである

。

　

この事件ののち

、
「 三思

の
五
狗
」
と呼

ば
れ
る
、
武三思を

取
り巻

く

五
人組

が
誕
生
す
る
。
侍
御
史
周利

貞

（利
用
と
も
書か

れ
る）・

再祖

薙
、

太僕

丞
李俊

、
光禄

丞
宋之遜

、
監
察
御
史
挑紹

之の五人

で
ある

。
再祖薙

・

李俊

・
宋之遜

は
、
王
同鮫

事件

の
密告者と

し
て
名
が
挙
げ
ら
れ
て
いた

者

た
ち
で
、
そ
の
報賞と

し
て
上記

の
官職を得

た
も
の
で
ある

。
挑
紹
之
は
事

件の按問を担当

し
た
監
察
御
史
で
あ
る
。
こ
の
報
賞
か
ら
、
再
祖苑・ 李俊・

宋之遜

の事件

への

関
与の深

さ
が
読み

取れ

る
だ
ろう

。
ま
た
、
宋之間

は

鴻臆

寺の主簿（

従
七品

上
）
を授

けられ

る
が
、
とも

に
配
所
か
ら
逃
帰
し

て
いる

にも

かか

わら

ず
、
弟の

之遜

が
従六品上

の
光
禄
寺
の丞

を
授
けら

れ
て
い
る
。
之遜の方

が
之間

よ
りも

積極

的
に
この事件

に関わ

っ
た
こと

が
う
か
が
わ
れ
る
。

宋之間

は
神龍二年正

月
に
は洛陽

に逃帰

し
てい

る
こと

に
なる

が
、
た



十
六

と
え
弟
の
之遜の

主
導に

よ
ると

は
言
え
、
自分を

匿

っ
て
く
れた張

仲
之
の

罪
を密告

し

「羅織

」
するの

に
加
担
し
たの

で
ある

か
ら
、
そ
の責任

は
も

と
よ
り小さ

く
は
な
い
。
『旧唐書

』
本
伝
に

「深
く
義士の

識る所と

為
る」

と記さ

れ
、
『新唐

書
』
本伝

で
も「

天
下

　

その行

ひ
を醜と

す
」と

録
さ

れ
るのもも

っ
と
も
な
こ
と

で
あ
る
。

と
もあれ

、
こ
の事件のおか

げ
で
、
宋之

間
は
配
所逃亡

の
重罪を

不問

に
さ
れた

の
みな

ら
ず
、
鴻
腫
寺
主
簿の官職を

得た

。
神龍二年

三
月
のこ

と
である

。
こ
のの

ち彼

は
ふたた

び
宮
廷詩人と

し
て
、
中宗

朝
に立

つ
の

である

。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

（ 待

続
）

俊

　 　

〔注
］

重木

　 　 　

・

　

之遜

は
、
之懸

と
も書

く
。
『元
和
姓纂

』
巻八

によ

ると

、
之遜

は
もと之望

高

　 　 　 　 　

であ

っ
た
が
、
後
に改

名
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
、兄弟

の順

序
は
之間・

之遜

・

　 　 　 　 　

之
悌
と
な

っ
て
い
る
。

２

　

博
版珠

「慮照

鄭
， 楊

胴
簡譜

」
（ 『 楊

姻
集・

虞照

鄭
集
』
所収

、
一
九
八
〇
年

　 　

一

　

一
月
、
中
華書局）

によ

る
。

３

　

宋
之間の排

行に

は
、
五
と
十一

と
の二通り

が
ある

。

４

　

注
２
の
簿氏の説

によ

る
。

５

　

道上克哉「

陳
子昂

の交友関係ーー

方外

の十

友
を
め
ぐ
っ
て

　 　

」
（ 『
立

　

命
館
文学』

四三０！

四
三二

合
併号

、
一 九八

一 年

七
月
）

６

　

陳
子
昂
の生

卒
年
は
、
彰
慶
生「

陳
子
昂
年譜

」
（『陳
子昂詩注』

所
収
、
一
九

　

八一

年
二
月
、
四
川
人
民出版

社
）
に
よ
る
。

７

　

『新
唐
書
』
「 兵志」

に
、
武徳か

ら
天宝

以
前の辺

防
の
制
を述

べ
、
天兵・

　

大
同

・ 天安・

横
野
の四

軍
が
河東道に属

し
て
いたとい

う
。

８

　

『資治

通
鑑
』「

神龍二年

」
の条

に
、
「初
、
少府監

丞
弘農

宋
之
問及

弟
党
州

　

司
倉之

遜
、
皆
坐
附
会張

易
之疑嶺南

、
逃
帰
東
都
こ

とある

。

９

‐張
説
の
「諌避暑三陽宮疏

Ｌ
は
、
この時の

長期

滞在を

諌
め
たも

の
であ

る
。

１０

　

黄雨選

注

『歴
代
名
人入

野
詩選

』
（一 九八

〇
年
一 〇

月
、
広東

人
民出版社）

　

二
八ペ

ー
ジ
注
。

１１

　

注８

に
引
い
た『 資

治
通鑑

』
の記事

で
は
、
尭
州
司
倉
の
来
之
遜
が
兄
の之間

　

とと

もに

嶺南

に
流さ

れ
た
と
あ
る
。
『新唐

書』「

王
同
鮫
伝」

には

「播
州司

　

兵参軍宋之選

」
とあり

、
『 新唐書』「

宋
之問伝

Ｌ
に
は
連
州
参軍

に
な
っ
た

　

と記されて

い
る
。
お
そ
ら
く
、

このどち

ら
かで

あろう

。

（本学

助
教授

　

函
館
分校）


